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１．目的 

 2003 年 8 月 27 日に火星が地球に大接近しました。今回は 5576 万 km まで接近し、こ

れは 57000 年ぶりのようです。今回の接近に際し筆者らはインターネットを利用して火

星の様子を観察してきました。すると、8 月 27 日の火星は 5 月中旬のものと比べるとや

はり大きく見えました。また 9 月 30 日は火星の南半球は夏至となるので南極冠は確実

に縮小していきました。そこで見かけの大きさの変化と極冠の融けていく様子を調べて

みることにしました。 

 

２．方法 

 データは以下のサイトから入手し、解析には画像解析ソフト「マカリ」を用いました。 
 

http://www.astroarts.co.jp/spesial/2003mars/gallery1-j.html 
(gallery1 の１の部分が 2,3,4,9,28,29 の計７ヶ所) 

  http://www.asahi-net.or.jp/~nr8y-ktu/mars/mars2003.htm 
http://www.chitanet.or.jp/users/stern/mars2003.htm 

  http://www.asahi-net.or.jp/~dy7s-ynym/mars/m2003.htm 
  http://www1.harenet.ne.jp/~mars/planet/mars2003mars.htm 
 

１）火星の見かけの大きさの変化 

   火星の画像に南極側の点Ｐから北極側の点Ｑができるだけ長 

  くなるように直線を引き（図１)その長さをピクセル単位で求 

  めました。 

 ２）極冠の大きさの変化 

   図１で線分ＰＱ上の極冠の縁に点Ｒをとり、線分ＰＲの長さ 

  を極冠の大きさとしました。線分ＰＲの線分ＰＱに対する割合 

  を求め、その変化を調べました。 

 

３．結果 

 １）火星の見かけの大きさの変化（図２） 

   8 月 27 日に最大となり、5 月 22 日や 11 月 22 日の 2 倍以上の大きさとなりました。 

4 月 29 日から 8 月 27 日の約 4 ヶ月間で約 3 倍になりました。4 月 29 日から 12 月 22 

日まででもっとも大きさの変化が大きかったのは6月 22日から 7月 27日までの約1.5

倍でした。 

 ２）極冠の大きさの変化（図３） 

   4 月 29 日から 5月 22 日までは大きくなり、その後は縮小していきました。6 月はじ 

めは約 20％でしたが、10 月末には約 5％になっていました。縮小は 1ヶ月に約 2～3 ポ

イントの割合で進んで行きました。 

 



4．考察 

 １）火星の見かけの大きさの変化 

   8 月 27 日の火星の大きさは 5月 22 日の 2倍以上になっていたので、地球までの距離

は約２倍の違いがあったはずです。これはステラナビゲーター6 で確認できました。 

２）極冠の大きさの変化 

   このままのペースでいけば 2003 年の 12 月下旬から 2004 年の 1 月の間に、南極冠が 

すべて融けることになると考えました。 
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図２ 2003 年火星大接近前後の視直径の変化 
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図３ 2003 年火星大接近前後の極冠の変化 


